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序

吉城郡国府町は飛騨地方中央部の盆地地帯の中心に位置します。 この地は

太古より、 多くの人々の営みがあり、 古代においては飛騨地方の政治 ・ 文化

の中心的位置を占めていました。

また、 町の北東部の荒城地区には、 荒城神社 ・ 阿多由太神社 ・ 安国寺をは

じめ、 数多くの史跡や遺跡かあります。

さて、 このたび、 主要地方道国府見座線県道工事に伴い、 深沼遺跡の発掘

調在を実施しました。 国府町教育委員会の試掘調壺によって、 古代の水田跡

の痕跡が確認され、 今回の発掘調在に至ることになりました。 発掘調在は岐

阜県士木部古川土木事務所より岐阜県教育委員会か委託を受け、 財団法人岐

阜県文化財保護センタ ー が発掘調介を担当しました。

発掘調査の結果、 畦畔を伴う古代の小区画の水田遺構を検出しました。 小

規模な遺構とはいえ、 岐阜県下では初ともいえる発見でした。 あらためて、

国府町とりわけ荒城地区の古代における先進性を窺い知ることができました。

最後になりましたか、 発掘調査および整理 ・ 報告書の作成に当たりまして、

関係諸機関· 各位ならびに地元の皆様のご理解とご協力を頂きました。 c_ c_ 

に摩くお礼申し上げます。

平成5年3月

財団法人 岐阜県文化財保護センタ ー

理事長 吉 田 豊



例 言

1 . 本書は、 主要地方道国府見座線県道工事に伴う深沼遺跡の発掘調査報告書である。

2. 発掘調査は、 岐阜県と委託契約を結んだ財団法人岐阜県文化財保護センタ ー か実施した。

3. 深沼遺跡は、 吉城郡国府町西門前に所在する。 本遺跡の発掘調在は、 平成4 年4月1 日か

ら平成5年3月31日まで実施した。

4. 調査にあたっての組織は次の通りである。

理 事 長 吉田 豊

調 究指 導 岐阜県教育委員会

指導調壺貝 八賀 晋（三重大学教授）

調 査課長 西村 覚良

調査第2係長 只腰 正知

調査担当者 上嶋 善治

補助調在貝 野村 宗作（日本考古学協会会員）

事 務局長 山崎 春夫

事 務 局 小林 哲夫

原田東支夫

5. 遺物の整理 ・ 報告書作成にあたっては、 上記の調在担当者のはか下記のセンタ ー職貝の協

力を得た。

北洞勝臣 宇野治幸 武藤貞昭 川部 誠 安江祥司 各 務光洋 佐野康雄

谷口和人 加藤栄二 山谷和彦 千藤克彦 鈴木 昇 藤田英博 長屋幸二

6. 報告書の執筆は上嶋善治か担当した。砂礫の観察は、 高山市教育委員会教育長石原哲禰氏

に依頼し、 自然科学的分析は、 パ レオ ・ ラボに委託した。

石原哲禰 吉朝則富 岩花秀明 田中 彰 河合英夫

7. 本発掘調査にあたっては、 岐阜県古川土木事務所 ・ 国府町 ・ 飛騨県事務所 ・ 飛騨教育事務

所には、 多大な協力を得た。

8. 現地調査 ・ 報告書作成にあたっては、 下記の方々からご指導とご助言を賜った。記して感

謝の意を表する次第である。

石原哲弥 吉朝則富 岩花秀明 田中 彰 河合英夫

9. 発掘調壺作業及び整理作業には、 下記の方々の参加 ・ 協力を得た。（順不同）

川浦 泉• 谷畠喜代二• 田邊頂子 ・ 岩佐 泰• 矢嵩和子 ・ 中田信子• 上田千恵子 ・

上嶋裕子
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第1章 遺跡の立地と歴史的環境 l 

第1章 遺跡の立地と歴史的環境

第1節 遺跡の立地

吉城郡国府町は吉城郡の南部 に位置し高山市と接している。1000m級の山々に囲まれている

が、 町の中央を南東から北西に宮川が、 東から西へ荒城川が流れ、 北部 の古川町 につながる盆

地が形 成されている。

荒城川は、 大野郡丹生川村 の北東部 に源を発している。 左岸方面の小八賀 川との分水嶺が接

近しているため、 左岸より入る支流ははとんどなく、 右岸にはいくつかの小支流が流れ込んで

いる。 荒城川流域の北部 は、 大雨見山、 安峰山がつらなり、 両山の鞍部 に位置する大坂峠(+

三墓峠あるいは十三墓岐峠） を経て吉城郡上宝村 に至る。 南部 は 「 歩み山連山」 が連なってい

る。

本遺跡は荒城川の右岸、 十三墓岐川の左岸の低位段丘上に位置する。かっては低湿地であり、

遺跡の南部 は、 微高地を経て荒城川に面している。 北西部 の十三墓岐川の上流をたどると、 玉

髄（瑞瑞） の産出地がある。



2 第2節 歴史的環境

第2図 遺跡付近の地質図（国府町教育委貝会 『 宮ノ下遺跡』1988より作成）

第2節 歴史的環境

吉城郡国府町は、 原始・古代の遺跡か多く分布し、 飛騨地方では早くから開けた所であった。

先土器時代の遺物としては、 村 山付近で尖頭器が発見されたといわれるが、 よくわからない。

縄文時代になると、 昭和 60年に発掘調査され早期の押型文士器がまとまって出土した宮ノ下遺

跡をはじめ、 昭和2 6年に発掘調査され、 竪穴住居跡の検出、 前期土器の分析がなされた村山遺

跡等の縄文遺跡がある。 弥生以降の遺跡も多く、 さらに古墳は、 北の古川から南の高illに至る

盆地か、 飛騨地方の分布の中心であり、 岐阜県下最大級の横穴式石室を有するこう峠口古墳が

広瀬地内にある。 白鳳期の古代寺院跡は、 石橋廃寺等があり、 国面の存在の可能性もある。

国府町の北東部荒城川流域は、 上流に式内社の荒城神社を控え、 その背後に乗鞍岳をはるか

に見通せる地で、 現在は豊 かな田園地帯となっている。

東門前地内の森ノ木遺跡は、 昭和 62年に発掘調究が行われ、 縄文中期の竪穴住居跡十数軒が

検出された。
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箕輪地内の南垣内遺跡は、 平成2年に発掘調杏が行われ、 円形の周溝を持つ直径約20m前後

の古墳が 3甚確認された。 これは、 出土遺物より 4世紀末まで逆上る可能性があり、 現時点で

の飛騨地方最古の古墳 に位置づけられて来る。

半田垣内遺跡は、 古墳時代の祭祀遺跡としての性格をもつ遺跡であり、 部分的であるが、 古

墳時代と考えられる水田跡を検出している。 また、 今地内の岩田遺跡では、 やはり、 時代は不

明ながら古代と推定される水田面を一部検出している。

延喜式内社は、 飛騨に8 社あり、 「荒城郡」に 5 社 あったとされる。 国府町内には、 荒城神社

と阿多由太神社の2社があり、 ともに 「荒城地区」 にある。 宮地地内の荒城神社は、 元中7年

(1390 )の建立とされる本殿（菫文）、 平安前期の神像、 鎌倉 期の随神像等がある。 木曽垣内地内

の阿多由太神社は本殿 （厘文）が、 室町期のもので、 平安的な 作風の十一 面観音像、 聖観音立

像 (2躯）がある。

鎌倉時代にな ると、 建久4年(1193)に楽人の右近将監多好方 か荒城郷の地頭に補任され、 さ

らに、 正治元年(1199)、 好方 からその息子好節に譲られた。 荒城神社に伝わる獅子舞は好方が

創作し、 例祭に奉納したことによると伝えられている。

足利諄氏は、 国ごとに安国寺を作らせたか、 飛騨では、 町内西門前の太平山安国寺かそれで

ある。 創建当時の本殿 は天文 ～ 永禄年間に焼失し、 寛永元年(1624)に再建されたものである。

しかし、 応永15年(1408 )願主超ーによ1る一切経を納める経蔵（国宝） は、 重層で入母屋造りの

ものである。 開山堂の瑞巌和尚像は、 明徳3年(1392)、 弟子本瑞か師瑞巌の火葬の灰でつくっ

た朔像（重文） である。

天正10年(1582)、 八日町でくりひろげられた戦いで江馬氏は三木氏に滅ばされ、 江馬輝盛の

討ち死にとともに自害した家臣13人を葬ったのか十三墓である。

以上のようにこの荒城地区は原始・古代より人々の生活が営々と続き、 国府町の歴史を語る

上で重要な役割を果たしてきた舞台であった。
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第1表 荒城地区の遺跡 （岐阜県教育委員会 『岐阜県遺跡地図J 1990をもとに作成）

番号 遺 跡 名 所 在 地 種別 時 代 遺 跡 の 概 況

1 堂ノ洞古墳群跡 吉城郡固府町木曽垣内堂ケ洞 古墳 古墳 墓地ため一部滅失

2 セノ垣内古墳 吉城郡国府町木曽垣内セノ垣内 古墳 古墳 円墳

3 笹ケ洞古墳 吉城郡国府町木曽垣内笹ケ洞 古墳 古墳 町史跡 昭和34. 8. 6指定 円墳

4 稗洞1号古墳 吉城郡国府町半田稗洞 古墳 古墳 円墳

5 稗洞2号古墳 吉城郡国府町半田稗洞 古墳 古墳 円墳

6 横河山安寧寺跡 吉城郡国府町桐谷 寺院跡 鎌倉

7 半田垣内遺跡 吉城郡国府町半田垣内 集落跡 古墳• 平安 一部滅失 昭和61 、 平成1発掘調査

8 十王堂古墳 吉城郡国府町＋王堂 古墳 古墳 円墳

， 三日町遺跡 吉城郡国府町三日町 散布地 縄文

1 0 大塚古墳 吉城郡国府町三日町塚の前 古墳 古墳 前方後円墳？

1 1 梨打城跡 吉城郡国府町八日町、 漆垣内 城館跡 室町 町史跡 昭和30. 6.20指定

1 2 日枝古墳 吉城郡国府町漆垣内稗田 古墳 古墳 円墳

1 3 漆垣内遺跡 吉城郡国府町漆垣内 散布地 縄文

1 4 蓑輪遺跡 吉城郡国府町蓑輪 散布地 縄文 滅失

1 5 宮ノ前遺跡 吉城郡国府町蓑輪 集落跡 縄文～古墳

1 6 白米城跡 吉城郡国府町蓑輪黒洞 城館跡 室町

1 7 十三士の墓 吉城郡国府町八H町 古墓 安土桃山

1 8 江馬輝盛墓 吉城郡国府町八日町 古墓 安土桃山 町史跡 昭和41. 7. 8指定

1 9 八H町遺跡 吉城郡国府町八日町 散布地 縄文 滅失

2 0 深沼遺跡 吉城郡国府町西門前 水田跡 古代

2 1 安国寺廃寺 吉城郡国府町西門前 寺院跡 奈良

2 2 岩田遺跡 吉城郡国府町今 水田跡 弥生 昭和62年発掘

2 3 南垣内遺跡 吉城郡国府町今南垣内 古墳 古墳 円墳 平成2 年発掘

2 4 大洞古墳 吉城郡国府町東門前大洞 古墳 古墳 円墳

2 5 石灰窯跡 吉城郡国府町東門前 古窯跡 明治

2 6 森の木遺跡 吉城郡国府町東門前森ノ木 集落跡 縄文 昭和62年発掘調査

2 7 荒城神社遺跡 吉城郡国府町宮地西垣内 散布地 縄文 県史跡 昭和32. 3.25指定

2 8 野瀬遺跡 吉城郡国府町宮地野瀬 散布地 縄文 滅失

2 9 殿村遺跡 吉城郡国府町宮地殿村 散布地 室町 滅失

3 0 多好方墓 吉城郡国府町宮地殿村 古墓 室町 滅失
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第2章 発掘調査の経過

第1節 調 査 の方法

調査地点は、 「深沼」という地名通り、 耕作が困難な沼田であった。 また、 国府町教育委員会

が行った試掘調在によると、 湧水があって掘削が困難な状況であった。 従って、 重機を効果的

に使用することにした。

まず、 「水抜き」を兼ねた 「 南北トレンチ」を調査地点の西側に掘った。 北の方へ行くほど深

く、 最深地点は約4mである。 また、 南端に排水しなければならないため、 常時水中ポンプに

よる湧水の汲み出しを行った。

次に、 北から順に第1から第5までの 「 東西トレンチ」 を入れた。 粘土質の土壌のため、 湧

水による崩落の危険性があった。 従って、 トレンチの幅は余裕をもたせ、 壁はやむを得ず傾斜

を若干つけて、 深い所は少し段差をつけた。

各トレンチの間を北からA区・B区・C区 ·D区とし、 水田面が確認された地点では、 東側

に拡張部を設けた。

トレンチの壁面観察により水田面を推定し、 掘削範囲を広げて行った。 C区では、 良好な状

態で畦畔が検出され、 何らかの保存処置を行うことになった。 A区では、 最下層の水田面と推

定される面まで掘り下げたが、 確実な遺構・遺物は検出されなかった。

自然科学的な調査、 分析も実施した。 まず、 花粉分析およびプラント ・ オパール分析をパレ

オ ・ ラボに依頼した。 また、 堆積している砂の系譜を調べるため、 調査地点の砂および荒城川

の砂を採集し、 石原哲禰氏に観察を依頼した。

第2節 発掘調査の経過

前節のような内容の調査を次のような経過で実施した。 比較的天候に恵まれ、 掘削そのもの

は短期間で進んだが、 最終的な保存処理は、 結論が出るまでに時間がかかった。 従って、 調査

の最終は、 年を越すことになった。

第1週(8.21- 8.28) 現場事務所の設置およぴ用具の搬入を行い、 トレンチ掘りの準備を

進めた。 8月27日に調査始め式を行った。

第2週(8.31- 9. 4) 南北トレンチの掘削。水がしみ出てきて作業が難航する。つづいて、

東西方向の第1- 5トレンチの掘削を行った。
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8 第2節 発掘調査の経過

第3週(9.7 �9.11) 第 1 - 5 トレンチの掘削および壁面観察を行った。 水田跡の可能性

がある層位が3層観察された。 洪水の痕跡と思われる砂の堆積が見られた。 砂層の下の黒褐色

粘質土層で、 畦の断面と思われる山形の部分を観察した。

第4週(9.14�9. 18) 第 1 - 5 トレンチの清掃・写真撮影• 実測を行った。

第5週(9.21�9.25) C 区の掘削。 方形の畦畔の区画を検出した。 水田面直上の砂層から

栃の実が出士した。

第6週(9.28�10. 2) B区の南側でC区のつづきの水田遺構を検出した。 B区の北側で、

2番目の水田と思われる層まで掘り下げたが、 葦の密集した士壌で、 水田の可能性が消えた。

C区の東側を拡張して、 畦畔の区画のつづきを検出した。 区画の方向性か崩れ、 南北で畦畔が

立ち消えになっている。 水田匝上の砂層を水洗し、 植物遺体の選別を開始した。

第 1週(10. 5�10. 9) A区の掘削を行い、 3 番目の水田と思われる面まで掘り下げたが、

畦畔等の水田を示す遺構は検出されなかった。 花粉分析、 プラント・ オパール分析、 年代測定

のための試料のサンプリングを行った。 三重大学の八賀教授の指導を受けた。

第8週(10.12�10.17) 調杏区東側のセクション実測。 10月 17日に現地説明会を実施した。

第9週(10.19�10.23) B区において水田下の掘削、 足跡の可能性がある小穴の掘削を行っ

た。

11月27日 岐阜県文化財保護センタ ー、 岐阜県教育委貝会文化課と国府町教育委員会の三者

により、 遺構保存について現地で検討し、 土層の剥ぎ取りと水田遺構の切り取りを行うことを

確認した。

平成5年

1月7- 9日 士層の剥ぎ取りと水田遺構の切り取りについて、 関係者と具体的な打合せを

行い、 2日間で作業を終了した。
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第3章 遺 構

第1節 甚本的層序

各トレンチの壁面観察によると、 黒褐色の粘質土と白色ないし黄白色の砂礫土が幾重にも重

なり、 葦が混入して明るい茶褐色を呈する層位もあった。 従って、 洪水が度々繰り返されてお

り、 低湿地で葦が繁茂していた状況が読みとれた。 洪水によってもたらされた砂礫は、 後述す

るように十三墓岐川 からのものと推定された。

第5章では、 自然科学的分析のサンプリングを行った第4トレンチ南壁中央部の層位につい

て詳述している。 しかし、 ここではまず、 第5図に示した土層模式図を例に各層位について記

述する。 層位番号は便宜的につけたものである。

I 層は茶褐色土で耕作土層である。 II 層は灰褐色土で約40cmの厚さに及ぶ。 小礫を含み、 所

によっては、 耕作困難な沼田の解消のため人頭大の石が敷いてあった所もあった。 III層は白色

砂土で、 栃の実などの植物遺体を含む。 C区ではこの砂層にパックされた状態で水田遺構が検

出された。 N層は黒褐色の粘質土で、 後述するように、 プラント・ オパール分析等により、 か

っての水田を形成していた土壌となる。 V 層は、茶褐色土で葦の混入が多く明るい色調である。

VI 層は V 層よりやや暗い色調で、砂質土を含む。VII層は淡黄褐色の砂土である。洪水によっても

たらされたものと考えられるが、 この下に黒褐色の粘質土層であるVIII層がある。 観察ではN層

と同様な土質のようで、 水田遺構検出の期待がかけられたが、 後述するように水田の可能性は

ーー·-·一ー•一—•一·—·―ー·—. ' 

II I茶褐 色土

Ill 
II灰褐 色土

IV III白色 砂 土

V N黒褐色粘質土

VII v茶褐 色上

vm VI茶褐色砂質土

IX 

X 

第5図 基本的層序

VII淡黄色砂土

Vlll黒褐色粘質土

IX灰褐色粘質上

x黒褐色砂質土

XI黄褐 色砂土
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否定された。 以下、 IX層灰褐色粘質土、 X層黒褐色砂質土、 XI層黄褐色砂土とつづく。

第2節 トレンチの様相

第1 トレンチ の北壁 には自然流路の痕跡が観察された。A区東壁 の状況等から、 自然流路は、

A区を北西から南東へ流れていたと考えられ、 やはり、 十三墓岐川方向からの水の流れが想定

される。

第2 トレンチ南壁では人頭大の石が敷いてあり、 口承により、 近代において水はけをよくし

ようとして埋めたものであった。

第3トレンチ北壁 では、 白色砂土と茶褐色土が複雑に重なっているが、 それを上層からの撹

乱が見られたが、 これは、 沼田耕作のための暗渠の一 部 であった。 口承によると、 1 944 (昭和

1 9) 年頃のものである。南壁 には、 畦畔の断面と推定される山形の突起部 が見られる黒褐色粘

質土層があり、 実際その面が検出された水田遺構であった。 また、 この層より上層に黄褐色の

砂礫土の集中して見られる所があり、 その近くに木材遺体があった。 検出された水田遺構より

後世の水路状の遺構も予想された。

第4 トレンチ北壁 にも第3トレンチ南壁 で見られたような畦畔の断面が観察された。南壁で

は、 確認された水田遺構直上の砂層は観察されなかった。従ってC区を中心とした地点のみが

やや窪んでいて、 洪水によって砂がたまり、 水田遺構が良好な状態で保存されたものと思われ

た。

第3節 砂礫の分析

調企地区の各地点で何層にもわたって、 白色ないし淡黄 白色の砂礫が観察された。 荒城川と

十三墓岐川のどちらかから、 もたらされたものと考えられた。 荒城川は当遺跡の南側を東方か

ら西流しており、 中間地帯が微高地となっいるが、 流路をかえた可能性もある。十三墓岐川は、

現在、 当遺跡の北西部 の谷筋を下り、 遺跡の西側を南流している。 谷筋を下りた地点で小規模

な扇状地形を呈しているようである。

そこで、 砂礫をサンプリングし、 実体顕微鏡による観察をした。 サンプルの採取地点は、 国

府町宮地地内の荒城川見座橋下流左岸の上下2 地点と、 C区東壁 5 層（検出された水田遺構疸

上の砂層）、 第1 トレンチ北壁 の砂礫層2 点の計5 点である。高山市教育委員会の石原哲禰教育

長に観察分析を依頼しご教示を得た。
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第 3 節 砂 礫 の 分 析

石原 哲禰

試料 1 ( 梵城川 左岸下部）

細粒で火 山灰に含まれる高温石英粒、 黒雲母、 角 閃石、 紫 蘇輝石、 磁鉄鉱、 火 山 系火 山 ガ ラ

スが含まれる。 恵比須峠火砕流特有の火 山 ガ ラ スが含まれてお り 、 荒城川 上流からの砂 と 考え

られる。

試料 2 (荒城川 左岸上部）

試料 ］ よ り やや粒が大きいか、 上宝火砕流、 恵比須峠火砕流に含まれる火 山 ガ ラ ス 、 礫 片が

あ り 、 試料 1 と 同 じ であるが、 やや黒雲母、 紫蘇輝石が少な い。

試料 3 ( C 区東壁 5 層、 検出された水田遺構面上の砂層）

石英、 長石粒、 岩石含有の黒雲母、 角 閃石が含まれる。

試料 4 ( 第 l ト レ ン チ 北壁 9 層）

試料 3 よ り 大 ぎ い粒子を含むか、 組成は 3 と 同 じ 。

試料 5 ( 第 l ト レ ン チ 北壁13層、 最下層の砂層）

粒子が大 ぎ い。 組成は試料 3 と 同様である。 十三墓岐峠産 と 思われる玉髄 と それを包 む 軽石

片が見られる。

以上よ り 、 試料 3 · 4 · 5 は同類の砂であ り 、 十三墓岐峠より供給されたもの と 考えられる。

従って、 調壺地点で観察された砂礫層は荒城川 からもたらされたものではな く、 十三墓岐川 よ

り もたらされたもの と 考えられる。

第 4 節 水田遺構 （ 第11図 ）

第 3 ト レ ン チ南壁お よび第 4 ト レ ン チ 北壁で、 土質 お よ び形状から水田遺構の存在が予想さ

れた C 区 を ま ず掘 削した。 白 色砂土 を 除去して い く 途 中 で、 畦 畔が東西南北 に の びて い る 状況

が明 らかに な った。 また、 鉄製工具に よって整形した木材が幅 約 6 0 cmで 2 列並んでいるのが見

つかったが、 木材の整形の状態 お よび上層からの打ち込みの状況から見て後世のもの と 判 断し

た。

検出された水田遺構は、 畦畔の区画か 2mX 2mから 2 m X 4m程度のいわゆ る 小区画の水

田 で、 南方 に は、 4m X 4m程のやや大きい区画の部分もある。 部分的な ものも含めて大小 約

40 枚の水田が確認された。 畦は現 状では、 幅 約 30 cm、 高さ約 10 cm程度のものであ る 。 いわゆ る
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大区画 の大き めの畦 は調企地点では確認され

な かった。畦 に沿 って木材を入れている所が

3 か所見つかった。西方の2 本はいず れも幅

5 cm 、 長さ l m程度 のもので畦 の一 部 分 にす

ぎ な いが、 東方のものは幅約20cm 、 長さ 1m 

はどで畦 の大部 分を占 める ものである。 いず

れもハン ノキ の類であろ う。 ま た、 ハン ノキ

類の根部 が残 っている所があった。水田を破

棄 した後に生えたものの可能性があったが、

その上に畦畔が形 成されているので、 開墾 時

に伐採 されたものであろ う。

水田遺構の区画 を見ると、 南北方向の畦 と

東西方向の畦 が匝行し、 碁盤 目 状に区画 され

ている所と、 曲 線的な不定型 の区画の 所があ
第12 図 遺構図 （ 「 足跡群」）

るが、 基本的には前者の形態が中心である。各区画 の面積 は、 4 辺 とも畦 が残 っているもので、

東北のものから順 に約3 . 06m2 · 5 . 06m' · 4 . 93m2 · 4 . 96m2 · 2 . 96m' · 9 . 93m' · 8 . 70m2 · 7 . 16m2 ·

7 . 25m' · 7 . 29m2 となっている。

検出された水田遺構は、 砂層でいわゆ るパ ッ ク された状態であったため、 残 存状況は良好で

あったが、 南北方向で立ち消 えにな っている。水田そのものは調査地点の周 囲に広がっていた

と考えられるが、 砂層の菫 な りがな く検出困 難であった。

水田面の疸 上の砂層から、 栃 の実な どの植物遺体が検出された。植物遺体の同 定については、

後述す るが、 秋 の洪水で水田が埋ま ってしま った、 という推測 ができ る。洪水をもたらした川

は、 荒城川 と十三墓岐川の両方の可能性があるが、 前節 で述べ たように、 砂層の砂礫 は後者の

ものと考えられる。 ま た、 水田遺構も北西から南東方向にわず かであるが傾斜している。

検出された水田遺構面より下層の水田遺構の検出をB 区およびA区で試みたが、 水田に伴う

施設や遺物が検出されず 、 自然科学分析の調在結果 を待つこととな った。 その結果 、 後述す る

よ うに、 下層 では水 田 の可能性 はないこ とが明 らかと なった 。

B 区西南部 および拡張部北部 では、 水 田 遺構検出 面で砂粒が匝径約10cm の円 形あるいは、 長

径約20cm 、 短径約10cm の長円 形に残っている部 分が見つかった （ 第12図 ） 。 いわゆ る 「 足跡群」

とも考えられる。畦畔にかかっているものもあるが、 収穫後についたものであれば 、 畦畔上に

ついていてもかま わな いと思われる。
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第 4 章 遺 物

出土遺物は、 土器 ・陶磁器類62点、 石器類 7 点である。 植物遺体として、 ト チ ノ キ の果実 ・

種子、 サ ワ シ バの果実、 ア サ ダの果実な どがある。 はとん ど の遺物が確認された水田遺構より

上層お よび撹乱層から出土して い る。 植物遺体は、 水田面匝上の砂層からのものと、 さらに下

層からのものが検出された。

第 1 節 土器 ・ 陶磁器類 （ 第 1 3 図 ）

は とん どのものか、 確認された水田遺構より上層お よび撹乱層より出土してい るが、 1 の須

恵器の杯蓋は、 A 区の水田面とは ぼ同 レ ベ ルの地点から出土してい る。 匝径15 . 0cm、 高さ3 . 5cm、

偏平な 宝珠つまみを有し、 口 縁部はわずかにかえりかあ る。 外面は 回 転 ケ ズ リ 、 内面はナ デ調

整で、 色調はやや赤みがかった灰色を星している。 胎士は約 1 mmの砂粒を含み 、 焼成は不 良で

ある。 形態からみて 7世紀末葉のものであろう。

2 - 4 は須 恵器の甕の破片で、 外面に平行 タ タ キ 痕、 内面に当 て具痕がみ られる。 5 は遺

跡の束方 の表採品である。 玉縁形の高台かつき、 内外面ともナ デ調整で、 底部は糸 切り痕が観

察される。 内面に自然釉かかかってい る。

6 - 10 は土師質土器である。 6 は 口 縁径16 . 0cm、 焼成不 良で、 砂粒を含む。 灰色を星する。

7 は内外面ともナ デ調整されて い る。 黄褐 色を呈する。 8 は端部が尖ってお り、 砂粒を含む。

黒 色を呈し、 ナ デ調整されて い る。 9 は ［ ］ 縁径10 . Ocm、 高さ2 . 4cmで、 底部は丸く、 緩やかに開

い てい る。 外面に指押さえ痕がある。 砂粒を含み、 灰 白 色を里する。 10 は 口 縁端部かやや開 ぎ 、

砂粒を含む。 灰 白 色を里し、 ナ デ調整されてい る。

11は古瀬戸の天 目 茶碗で、 鉄釉 か施されてい る。 12は古瀬 戸 のおろし皿で、 13は 口 縁端部か

開き、 外面上半部および内面はナ デ調整されてい る。 灰 白 色を呈す る。 14は陶器の小碗で灰釉

が施されてい る。 15は古瀬戸 の折縁深lIIlで [ ] 縁端部が面取りしてある。 灰釉が施されて い る。

16 は いわゆる広東茶碗で、 妬 器質である。

第 2 節 石器類 （ 第 14 図 ）

は とん どのものが、 確認された水田遺構より上層お よび撹乱層より出土している。

1 · 2 は打製石斧で、 い ずれも濃飛流紋岩製のいわゆる短冊形ものである。 3 - 6 は砥石と思

われる。 い ず れも凝灰岩製で、 3 - 5 は 2 面、 6 は 3 面使用 し た と 思われる面 が あ る。 3 は サ
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イ コ ロ 状を星 している。 4 は水田遺構の畦 の部 分から出土したものである。 6 は偏 平な石材を

利用 している。 7 はチ ャ ート製 のピ エ ス ・ エ ス キ ー ユ である。

第3節 植 物 遺 体

検出された水田遺構虹上の砂層を水洗 し、 植物遺体の選別 を行っ た。他の自然科学的分析と

合わせて植生等の復元 は後述 するが、 ここでは、 簡 単 に 同定された果 実 ・ 種子 等に ついて列挙

する。 ただし、 数量 に ついては、 定量的な分析ではないので、 あくまで参考程度 である。

サ ワ シ バ 果 実(45) ミ ツ バ ウ ツ ギ 種子(9) ブナ 果 実(1 )

ア サ ダ 果 実(58) ホタ ル イ 属 果 実(8) ヒ ノキ 雄 花(1 )

カ シ ワ 幼果(2) ホオ ノキ 種子(II) エ ゴノキ 内果皮(6)

キ ハ ダ 種子(1 ) ミ ズ キ 内果皮(1 1) カ ヤ 種子(2)

ハ ク ウ ン ボク 内果皮(3) トチ ノキ 果 実破片(20) トチ ノキ 種子(29)

トチ ノキ 種子破片(35) トチ ノキ 未熟種子(3) トチ ノキ 幼果(5)

ム ク ノキ 内果皮(1 ) ア カ シ デ 果 実(1 ) コ ナ ラ属 芽(3)

コ ナ ラ 幼果(1 ) ケ ヤ キ 種子(1 ) サン シ ョ ウ 内果皮(1 )

タ ラノキ 内果皮(1 ) ク ス ノキ 種子(4) カ ナ ムグラ 果 実(1 )

カ ナ ムグラ 種子(2) ブナ 殻斗破片(2) オ ニグル ミ 核(2)

モ モ 核(3) コ ハ ク ウ ン ボ ク 内果皮(2) サ ク ラ属 核(2)

ク マ ノ ミ ズ キ 内果皮(4)
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水田遺構の調査のため、 土壌の花粉分析、 プ ラン ト ・ オパール 分析および年代 測 定を行い、

水田面の確認、 年代 の推定、 古環境 の復元 等の資料 を得た。

第 1節 深沼遺跡の花粉分析お よ びプ ラ ン ト ・ オ パー ル分析
鈴木 茂 （パ レ オ ・ ラボ）

吉城郡国府町西門前に所在す る深沼遺跡において平成4 年8月2 7日より行われた発掘調査で、

水田跡か検出された。 またこ の発掘調査により須 恵器 、 土師 器、 中近世陶磁器 など 7 世紀から

11軋紀 にかけての遺物が出士しており、 こ の出土状況から上記の水田跡は 7 世紀代 まで遡る可

能性かあると推定されている。 しかしながらこ の水田面の下層における水田跡の確認はされて

いない。 こ のようなこ とから検出された水田面およびその下層における水田の可能性と、 遺跡

周 辺 の植生変遷 についての検討 を目 的として花粉分析とプ ラン ト ・ オ パール分析を試 み、 以下

にその結果 · 考察 を示す 。

1 . 試料 と 分析方法

花粉およびプ ラン ト ・ オパール 分析試料 は第4 ト レ ンチ より土層観察後、 柱 状で採取され、

実験室内で分割 された。 第15 図 に試料採取地点の地質柱 状図 と分析層準 を示し、 以下にその土

層記載 を記す が、 層位番号 については便宜的につけたものである。

I 層 は灰色シルトが主体で、 黒灰色シルトが斑状にはいる客 土層で、 径150mm 前後の砂岩やマ

サ状レ キ が多く認められる。 II 層は暗灰色の砂質シルト～ シ ルト質砂で、 径 3 -15mm のマ サ状

レ キ か多くはいる。 全体に草 本の植物遺体 （ ヨ シ ？ ） が多く認められる。 III 層は暗灰色の砂質

シルトでマ サ状レ キ や植物遺体は上位より少 なく、 やや粘士質となっている。 N 層はやや褐色

を帯びた黒灰色の粘土で、 下部 はど粘性が高い。 全体に風化した雲母 類が 多く散 在しており、

また草 本遺体や木材遺体（ 根 材を含む ） が認められる。 こ の木材遺体については藤根 （ パ レ オ ・

ラボ） が予察的に樹種同定をおこ なったとこ ろ 、 こ れらの材片 はハン ノキ 節 の根 材であった。

v 層 は灰褐 色 の砂質粘 上 で、 砂 は細粒砂が主体 で、 下部 ほ ど 多く、 斑模様を示して い る。 ま た

植物遺体が点 在しており、 根 材も認められる。 VI 層は淡黄色砂 （ 粗 ～ 細粒 ） で、 根 材も含まれ、

また上部 には暗灰色の粘土～ シルトが蜘蛛の巣 状に認められる。 VII 層は褐色を帯びた黒灰色の

泥炭質粘土で、 一 部 上位の砂かくさび状にはいるのが観察 される。 全体に草 本性の植物遺体が

多いが、 根材も認められるo VIII層 は暗灰褐色の砂混 じり粘 土で、 砂 （ 暗灰色細砂） は下部 はど

多 く な る傾 向 があり、 ま た 草本性の植物 遺体が認められ る。 IX 層 は 灰褐 色 の砂質粘 土 で、 草本
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性の植物遺体や材片が認められる。 X 層は黄褐色のシルト質砂 （細砂主体） で、 植物遺体が認

められ、 上部10cmは暗灰 ～ 黒灰色のシルト ～ 粘士分が多い。 またN層中央部 (No. I ) とVII層

最上部 (No. 2) の 2点について、 学習 院大学の木越先生に放射性炭素年代測定をお願いし、 そ

結果No. I が3630 土 90y.B.P.(Gak-16666) 、 No. 2が4230 士 lOOy.B.P.(Gak-16667) という年代値が得

られた。

以上のような士層より第15図で示した 8層準について、 花粉分析はこの 8点に、 プラント ・

オパール分析は試料 1、 2、 3、 5、 6 、 8の 6 点について次のような手順にしたがって行った。

a ) 花粉分析

試料 （湿重約 I g ) を遠沈管にとり、 10%水酸化 カ リ ウ ム 溶液を加え20分間湯煎する。 水洗

後、 0.5mm 目の飾にて植物遺体などを取り除き、 傾斜法を用いて粗粒砂などを除去する。 次に46

％ フ ッ化水素酸溶液を加え30分間放罹する。 水洗後、 酢酸処理を行い、 続けてアセトリシス 処

理 （無水酢酸 9 : I 濃硫酸の割合の混酸を加え3分間湯煎） を行う。 水洗後、 残漆にグリセリ

ンを滴下し保存用とする。 検鏡はこの残濱より適宜プレパラートを作成して行い、 そ の際サ フ

ラニンにて染色を施した。また花粉化石の単体標本を作成し各々にPLC.SS番号を付し、 形態観

察用および保存用とした。

b ) プラント ・ オパール分析
一定体積の試料を乾燥後秤鼠する （仮比重測定） 。 別に試料約 I g (秤量） をトール ビ ー カ ー

にとり、 約0.02g のガラス ビ ー ズ （直径約40µ m) を加える。これに30%の過酸化水素水を20-30

cc加え、 脱有機物処理を行う。 これに水を加え、 超音波 ホ モ ジ ナ イ ザーによる試料の分散後、

沈降法により20µ m以下の粒子を除去する。この残漆よりグリセリンを用いて適宜プレパ ラ ート

を作成し、 検鏡した。 同定および計数は機動細胞珪酸体に由来するプラント ・ オパールについ

てガラス ビ ー ズか400個に達するまで行った。

2 . 各分析結果

a ) 花粉分析結果

検出され た 花粉 · 胞子の分類群数は樹木花粉40、 草本花粉28、 形態分類で示したシダ植物胞

子 2、 藻類 2の計 72であ る 。 こ れ ら 花粉 ・ シ ダ植物胞子 ・ 藻類の一 覧を第 2表に、 また主要な

花粉 · 胞子の分布を第16図に示した。 なお分布図における樹木花粉は樹木花粉総数を甚数に、

草本花粉 ・ シダ植物胞子は全花粉 ・ 胞子総数を甚数として百分率で示してある。 また第2表お

よび第16図においてハ イ フ ンで結んだ分類群は それら分類群間の区別か困難なものを示し、 ク

ワ 科・バラ科 · マ メ 科の花粉は樹木起源と草本起源のものとがあ るが、 そ れ ぞれに分ける こ と

が困難なため便宜的に草本花粉に一 括して人れてある。

検鏡の結果、 樹木の花粉産出傾向から 2つの局地花粉化石帯 （下位より I 、 II ) を設定した。
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和名 学名

樹木
マ キ 属 Podocarpus 
モ ミ 属 Ables 1 1 2 
ツ ガ属 Tsuga I I 1 3 1 
マ ツ 属単維管束亜属 Pin us subgen .  Ha.pl oxy l on I 
マ ツ 属複維管束亜属 Pinus subgen .  Diploxylon 8 2 7 • 3 10 
マ ツ 属 （ 不 明 ） Plnus ( Unknown ) 1 4 7 2 10 
コ ウ ヤ マ キ 属 Sciadopitys 2 6 8 10 • 
ス ギ属 Cryptomeria 26 11 2 I 2 14  
イ チ イ 科 ー イ ヌ ガ ヤ 科 ー ヒ ノ キ 科 T - C .  1 2 2  32 10 2 2 1 1  8 7 
ヤ ナ ギ属 Salix 2 4 1 7 • 
ク ル ミ 属 Juglans 5 2 I 1 5 3 7 10 
ク マ シ デ属 ー ア サ ダ属 Carpinus - Os trya 22 7 3 2 7 3 ， 4 
ハ シ パ ミ 属 Corylus 2 1 I I 2 
カ バ ノ キ 属 Be tula 1 1  4 2 1 4 3 6 5 
ハ ン ノ キ 属 Al nus 21 179 1 1 4  24  • 8 ， 6 
プ ナ 属 Fagus 20 I 6 1 3 4 4 5 
コ ナ ラ 属 コ ナ ラ 亜属 Quercus subgen .  Lepidobalanus 7 4  95  81 52 96 91 H 2  123 
コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属 Quercus eubge n .  Cyclobalanopsts 2 2 1 1 B 1 4 
ク リ 属 Castanea 11 10 12 7 26 4 
シ イ ノ キ 属 ー マ テ バ シ イ 属 Castanopsis - Pasania 3 3 2 1 1 
ニ レ 嘱 ー ケ ヤ キ 属 Ulmus - Zelkova 5 1 4 5 1 1  18 ' 17 

工 ノ キ 属 ー ム ク ノ キ 属 Cel tis-Aphanan the I 1 1 
ヤ ド リ ギ属 Viscum 1 1 1 I 2 
カ ツ ラ 属 Cerc idiphy 1 1  um 2 1 
キ ハ ダ属 Phel l odendron 1 
ユ ズ リ ハ属 厖phnip切l l um I 2 2 
モ チ ノ キ 属 Il ex I 
カ エ デ属 Acer 1 2 3 4 1 1 
ト チ ノ キ 属 Aescul us 3 6 1 1 7 1 1  H 
ブ ド ウ 属 Vi tis I I 
ツ タ 属 Parthenocissus 2 1 
マ タ タ ピ属 Actinidia I 
ツ パ キ 属 C皿el lia
ウ コ ギ科 Aral iaceae 1 I 
ミ ズ キ 属 Cornus I 1 
ッ ツ ジ科 E ricaceae I 1 I 
エ ゴ ノ キ 属 Styrsx 1 
イ ポ タ ノ キ 属 Ligustrum 1 
ト ネ リ コ 属 Fraxinus a 1 
ガ マ ズ ミ 属 Viburnum 1 
タ ニ ウ ツ ギ属 Weigela 

草 本
ミ ク リ 属 Sparganium 
ヒ ル ム シ ロ 属 Potamogeton 
サ ジ オ モ ダ カ 属 Alisma 
オ モ ダ カ 属 Sagi t taria 
イ ネ 科 Gramineae 
ヵ ャ ツ リ グサ 科 Cype raceae 
ホ シ ク サ 属 Eriocaulon 
ミ ズ ア オ イ 属 Honochoria 
ユ リ 科 L i l iaceae 
ク ワ 科 Moraceae 
ギ シ ギ シ 属 Rumex 
サ ナ エ タ デ節 ー ウ ナ ギ ツ カ ミ 節 Polygonum sec t .  Pers icaria-Echinocaulon 
飽 の タ デ属 other Polygonum 
ア カ ザ科 ー ヒ ユ 科 Chenopodiaceae - Amaranthaceae 
ナ デ シ コ 科 caryophyl l aceae 
カ ラ マ ツ ソ ウ 属 Thalic trum 
他 の キ ン ポ ウ ゲ科 other Ranuncul aceae 
ア プ ラ ナ 科 Cruc iferae 
バ ラ 科 Rosaceae 
マ メ 科 Leguminosae 
ツ リ フ ネ ソ ウ 属 Impa tiens 
セ リ 科 Umbe l l i fe rae 
シ ソ 科 Labiatae 
オ ミ ナ エ シ属 Patrinia 
ツ リ ガ ネ ニ ン ジ ン 属 ー ホ タ ル プ ク ロ 属 Adenophora - Campanula 
ヨ モ ギ属 Artemisia 
他 の キ ク 歴科 other Tubu l i f l orae 
タ ン ボ ポ 亜科 Ligul i f l orae 

シ ダ植物
単 条 型胞子
三 条 型胞子----------

緑濱類
ク ン シ ョ ウ モ 属

黄繰色濱類

-------------
樹木花粉
草本花粉
シ ダ植物胞子
花粉 · 胞子総数

不明花粉
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第 2 表 深 沼 遺 跡 産 出 花粉化石
一 覧表

T .  - C .  は Ta xaceae-Ceph a l otaxaceae-Cupressaceae を 示 す
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第 16図 深沼遺跡の主要花粉化石分布図
（樹木花粉 は 樹木花粉総数、 草本花粉 · 胞 子 は 花粉 · 胞子総数 を 某数 と し て 百分率で算 出 し た ）
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I 帯 （ 試料 5 - 8 )  : コ ナ ラ 属 コ ナ ラ 亜属か40 - 60% と 高い出現 率を示してお り、 最優 占 して

いる。 他の落葉広葉樹類 では ク ル ミ 属や ク マ シ デ属 ー ア サ ダ属、 カ バ ノ キ 属、 ハ ン ノ キ 属、 ブ

ナ属、 ニ レ 属 ー ケ ヤ キ 属な どが低率ではあるが 1 %を越えて連続して検出されている。 また ト

チ ノ キ属は試料 5 - 7 にお いて 5 %前後と他の試料に比べ 目 立って多 く 産出している。 針菓樹

類 では コ ウ ヤ マ キ 属やイ チ イ 科 ー イ ヌ ガヤ科 ー ヒ ノ キ 科 （ 以後 ヒ ノ キ 類 と 略す ） が 1 % を越え

て検出されている。 その他マ ツ 属複維管束亜属 （ ア カ マ ツ や ク ロ マ ツ な どのニ ョ ウ マ ツ 類） や

ス ギ属が連続して得られている。 草本類では最下部で カ ヤ ツ リ グサ科が50%を越えて検出され

ているが、 その上位では急激に減少してお り、 試料 5 において再び増加している。 こうした最

下部から上位に向かって減少する傾 向 は ミ ク リ 属やサ ジ オ モ ダ カ 属、 サ ナ エ タ デ節 ー ウ ナ ギ ツ

カ ミ 節にも認められる。 これとは反対に イ ネ 科は低率 ではあるが若干上位に向かい増加 す る傾

向がみ られ、 単条型 胞子も同様である。

II 帯 （ 試料 1 - 4 ) : r 帯にお いて最優 占 していた コ ナ ラ 亜属は上位に向かい次第に減少して

お り、 同様の傾 向が コ ウ ヤ マ キ 属やニ レ 属 — ケ ヤ キ 属に認められる。 反対にハ ン ノ キ 属 は上位

に向かい急増し最優 占 するようにな るか最上部では急減している。 ヒ ノ キ 類も上位に向かい次

第に増加してお り、 最上部では急増してハ ン ノ キ 属に代わって最優 占 している。 またス ギ属に

も同様の傾 向が認められる。 草本類では イ ネ 科が上位に向かい増加してお り、 最上部では20%

弱の出現 率を示している。 カ ヤ ツ リ グサ科も同様の傾 向 で、 最上部 で出現 率が10%に達してい

る。 その他はいずれも低率であるか、 上位2 試料にお いて オ モ ダ カ 属や ミ ズ ア オ イ 属な ど の水

生植物 （抽水植物） が検出されている。

b ) プ ラ ン ト ・ オ パー ル分析結果

同定 ・ 計数された各植物のプ ラ ン ト ・ オ パー ル個数とガ ラ ス ビ ー ズ個数の比率から試料 1 g 

当 りの各プ ラ ン ト ・ オ パー ル個数を求めた （ 第 3 表） 。 またこのプ ラ ン ト ・ オ パー ル個数と試料の

仮比厘から試料 1 cc中の各 プ ラ ン ト ・ オ パー ル個数を算出し、 それらの分布 図を第 1 7図に示し

た。 な お 以下に示す各分類群のプ ラ ン ト ・ オ パー ル個数は試料 1 g 当 りの検出個数 である。

分析の結果、 イ ネ のプ ラ ン ト ・ オ パー ルは試料 1 にお いて約 30 , 000個、 試料 2が約 10 , 000個

と 多 く 検 出 さ れているが、 他の試料か ら は得 ら れな かった。 その他 では キ ビ 族がイ ネ 同様試料

1 、 2 にお いて若「 ではあるが検出されている。 ネ ザサ節型は下部では2 , 000個 であるか、 上部

では上位に向かって増加する傾向かみられ、 試料 I では9 , 600個得られている。 ク マザサ属 型 は

下部で10 , 000個、 上部で5 , 500個前後得られている。 ヨ シ 属 は1 , 000 - 3  , 000個検出されているが、

試料 2 、 3 では6 , 000個 前後 と 他の試料より多 く 得られている。 ウ シ ク サ族は試料 5 を除いては

2 , 000個前後とあまり大きな 変化はみ られな い。
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3 . 水 田 稲作 に つ い て

上記のように試料 1、 2においてそ れ ぞれ試料 1 g 当り約30 , 000個と10 , 000個の イ ネ のプラ

ン ト ・ オパールが検出されている。 杉 山 (1989) は、 稲作の検証として イ ネ のプラン ト ・ オパー

ルが試料 1 g 当り5, 000個以上検出された場合 その可能性が高いと判断している。これに従えば

試料採取地点において稲作が行われていた可能性は高いとプラ ン ト ・ オパールからは判断され

る。 一方花粉分析結果からは量的にはあまり多くはないが イ ネ 属型の花粉化石がこの 2試料よ

り得られており、 また現在水田雑草として普通にみられる オ モ ダ カ 属や ミ ズ ア オ イ 属などの水

生植物群が検出されている。 これらの試料層準は今回検出された水田遺構に当たり、 花粉およ

びプラン ト ・ オパール分析結果も試料採取地点付近における水田稲作支持する結果が得られた。

しかしながらこれらより下位の層準か ら は イ ネ のプラン ト ・ オパールは検出されておらず、 花

粉化石についても水田雑草群と考えられる分類群は殆ど産出していない。 これらのことからN

層以下について少なくとも試料採取地点付近における水田稲作の可能性は低いと判断されよう。

以上のように深沼遺跡の、 少なくとも試料採取地点付近における水田稲作は、 遺物の出土状

況から 7 世紀以 降と考えられよう。

4 . 遺跡周辺の古植生

花粉化石およびプラン ト ・ オパールの産出傾向から遺跡および遺跡周 辺の古植生について若

千の考察を試みた。

a ) 丘陵 • 山地部の古植生

局地花粉化石帯 I に当 たるが、 コ ナラ亜属か高率で出現しており、 遺跡周 辺の丘陵 • 山地部

では コ ナラ亜属を主体とした森林が成立していたのであ ろ う。現在の遺跡周 辺の山地部はプナ ・

ミ ズナラ林となっており （環境庁 1988a , 1988b) 、 この コ ナ ラ亜属は ミ ズナラや コ ナ ラではな

いかと思われる。 その他クマシデ属 ー アサダ属やカ バ ノ キ 属、 ブナ属、 ク リ 属、 ニ レ属 ー ケ ヤ

キ 属などが コ ナラ亜属とともに生育していたであ ろ う。 これら落葉広葉樹とともにモ ミ 属も ツ

ガ属、 コ ウ ヤ マ キ 属、 ス ギ属、 ヒ ノ キ 属などの針葉樹類も存在しており、 また低地に近い斜面

部や河川 沿いにはクル ミ 属や ト チ ノ キ 属、 ヤナ ギ属などがみられたであ ろ う。

以上のように遺跡周 辺丘陵 • 山 地部に は コ ナ ラ や ミ ズナ ラな どの コ ナ ラ 亜属を主体 と し、 斜

面部には ト チ ノ キ 属な どが生育する落葉広葉樹林が分布を広げており、 また ヒ ノ キ 類な どの針

業樹林も一部には成立していたのであ ろ う。 またこれらの森林の下草的存在でクマザサ属など

が生育していた。この時代についてはVII層最上部において1 4C年代、4230 土 lOOy.B.P.(Gak-1666 7) 

が得られており、 この年代値からすると縄文時代中期末こ ろ と考えられる。

N層堆積期においても丘陵 • 山地部の植生はあまり変化はなかったと思われる。 第16図の分

布図において コ ナ ラ 亜属が減少傾向を示しているが、 これはハン ノ キ 属 か増加 したためである。
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このハン ノ キ 属は後述するが主に低地部に分布を広げたものと予想され、 したがって丘陵 • 山

地部は引 続き コ ナラ亜属を主体とした落業広葉樹林で覆われていたであ ろ う。 時代としては W

層中央部において , . c 年代、 3630 土 90y.B.P.(Gak-16666) が得られており、 これからすると縄文

時代後期から晩期にかけてと思われる。

出土遺物から 7 世紀以降と予想されるが ( II 、 III層堆積期） 、 コ ナ ラ亜属を主体とした落葉広

葉樹林から ヒ ノ キ 類やス ギ属を主体とした針葉樹林が目立つ植生へと代わっていった。 先にも

示したようにこの頃には遺跡付近において水田稲作が行われるなど人間活動が活発になったと

予想され、 燃料材や建築材など人間の木材利用により遺跡周 辺に広く生育していた コ ナ ラ 亜属

はその影響を強く受け、 分布範囲を挟めていったのであ ろ う。 一部荒れ地化したこの跡地に ヒ

ノ キ 類やス ギ属が植林 （ ？ ） も含め進入し、 遺跡周 辺において目立つ存在になっていった。 現

在の遺跡周 辺においても先のブナ ・ ミ ズナラ林とともに、 ス ギ ・ ヒ ノ キ ・ サ ワ ラの植林地か広

くみられるのである （環境庁 1988a ,1988b) 。

b ) 低地部の古植生

14 C 年代値からみて縄文時代中期末頃と予想されるが、 VII、 VIII層堆積期では ミ クリ属 ・ サ ジ オ

モ ダ カ 属 （抽水植物） や ヒ ルム シ ロ 属 （ 浮菓植物） などの水生植物か生育する少し水のついた

湿地であったと思われる。こうした湿地あるいは その周 辺には カ ヤ ツ リグサ科が繁茂しており、

また ヨ シ属やサナ エタ デ節 ー ウ ナ ギ ツ カ ミ 節なども生育していたのであ ろ う。 そ の後こうした

水域も次第になくなり水生植物など上記の植物群はみられなくなっていった。

VI層堆積期には砂の堆積がみられることから洪水など河川 の影響かあったと考えられる。 時

代としては縄文時代中期末から後期初頭と考えられる。 そ の後低地ではハン ノ キ 属が次第に分

布を広げており、 トネ リ コ 属とともに低湿地林を形成していった。 福井県三方町の江端遺跡に

みられる低地埋没林の調壺において、 約3, 500から3, 000年前には、 ス ギとともにハン ノ キ 亜属

やトネ リ コ 属か主体となった低地林が形成されていた （辻 • 植田 1991) 。 また埼玉県川 口 市の

赤山陣屋跡遺跡の縄文時代後期から晩期の期間 (4, 000-2, 200年前） においても谷 内はヤチ ダモ

（トネ リ コ 属） ー ハン ノ キ 湿地林が形成されていた （辻 1989) 。 当遺跡においても 1
• c 年代値か

ら、 湿地林の形成時期は縄文時代後期から晩期の頃と予想され、 上記の 2地点をも含め日本各

地で湿地林の形成がみられたようであ る 。 また こ の層 準におい て 単条型 シ ダ植物胞子が非常に

多く検出されており、 シ ダ植物が遺跡付近において一時的に繁茂したものと思われる。 しかし

なからこのシダ類は種類数も多く、 生育地も水域から乾燥地 • 荒れ地までと広く、 現時点では

今回みられた現象下の環境については不明であり、 今後の課題としたい。

7 世紀以降 ( II 、 III 層 堆積期） においては先にも示したように、 低地部では水田が開かれた

が、 その初期の時期では依然 と して ハ ン ノ キ 属や ト ネ リ コ 属な どの湿地林が分布を広 げてお り 、
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また、 ヨ シ属も生育していた。 その後さらに水田が開かれ、 ハ ン ノ キ 属などの湿地林は分布域

を急速に挟めていったのであ ろ う。 またこの水田あるいは畦などには、 オ モ ダ カ 属や ミ ズ ア オ

イ 属、 ホ シクサ属、 ギシギシ属 ナ デシ コ 科、 キ ン ポ ウ ゲ科、 ア ブラナ科、 ヨ モ ギ属などの雑

草類がみられたのであ ろ う。 なおこの層準より キ ビ 族のプラ ン ト・ オパールが検出されている

が、 この キ ビ 族にはタ イ ヌ ビ エなど水田雑草類も多く、 食料源となる分類群であるかどうかは

不明である。

5 . ま と め

以上のように、 1 4 c 年代値からみて、 一部時間間隙が予想されるが概ね縄文時代中期末- 7 世

紀から中近世にかけての遺跡周 辺の植生変遷が明かとなった。

1 ) 縄文時代中期末頃の遺跡周辺丘陵 • 山地部では コ ナラ亜属を主体とした落莱広葉樹林か

優勢であり、 そ の下草としてクマザサ属などのササ類が生育していた。 一方少し水のついた低

地部では ミ クリ属やサ ジ オ モ ダ カ 属、 ヨ シ属、 カ ヤ ツ リグサ科が生育していた。 しかしながら

陸化と思われるか、 そ うした影響によりこれらの植物群はみられなくなっていった。

2) 縄文時代中期末から後期初頭の頃と予想されるが、 低地部は洪水など河川 の影響をうけ

たと考えられ、 砂の堆積がみられる。

3) 縄文時代後期から晩期にかけての低地部はハ ン ノ キ 属の進入がみられ、 ト ネ リ コ 属とと

もに湿地林を形成し、 分布域を広げていった。 またこの頃の丘陵 • 山地部は依然として コ ナラ

亜属を主体とした落葉広薬樹林が優勢であった。

4) 7 世紀から中近世にかけての頃には、 低地部は水田が開かれ、 ハ ン ノ キ 属を主体とした

湿地林は分布域を狭めていった。 また丘陵 • 山地部では コ ナラ亜属に代わり ヒ ノ キ 類やス ギ属

などの針葉樹類が勢力を強め、 これは木材利用と その跡地における植林 ？ など、 古代人の活発

な活動によるものと予想される。
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吉川 純子（パ レ オ ・ ラ ボ）

1 . は じ め に

深沼 遺跡は、 吉城郡国府町西門前に 所在する低地遺跡である。 こ の遺跡からは 7世紀から11

世紀 に かけての遺物を包含する水 田 跡が検出されている。 また、 こ の遺物包含層の下位からは

泥炭質堆積物が検出されている。 こ こ では、 水 田 堆積物や泥炭質堆積物から産出する大型植物

化石 に ついて検討する。 な お 、 こ れら堆積物に ついては、 花粉化石 お よびプ ラ ン ト ・ オ パ ー ル

に ついても検討されている。

2 . 結果 と 考察

大型植物化石の検討を行った試料は、 N層の泥炭層 と III層の 白 色砂層である。 こ のうち N層

はブ ロ ッ ク 試料、 III層の 白 色砂層は発掘調査 に 伴い現 地で取り上げられた種実である。 な お 、

N層の泥炭層からは36 30 士 90 years B.P.  (Gak-16 6 6 6 ) の放射性 炭素年代値か得られている。

ブ ロ ッ ク 試料は、 0 .25 mm 目 の飾で水洗選別した後、 実体顕微鏡下で同定、 個数を数えた。 表

l に 同定結果 と 個数を示す。 また、 III層の試料 に 関しては複数の容器 に 入れられてい たか試料

番号が付記されていな い こ とから一括した。

まず N層は、 ミ ズ ア オ イ と オ モ ダ カ 科の種子が少最産出した。 こ れら分類群はいづれも水域

に 生息する抽水性 の草本である。 また、 産出した種子の数か極端 に 少 な い こ と から、 植物か繁

茂していなかったか、 あるいは堆積速度が比較的速かった と 思われる。

III層は、 かなり多くの植物遺体を含ん でいた と 思われる。 産出された分類群は、 落葉広葉樹

が大半を 占 め、 針葉樹の ヒ ノ キ 、 カ ヤや常緑樹の ク ス ノ キ から な る。 落築広葉樹は、 ア サ ダ、

サ ワ シ バ、 ホ オ ノ キ 、 ト チ ノ キ 、 ミ ズ キ 、 ミ ツ バ ウ ツ ギ、 エ ゴ ノ キ な ど か多く、 ブナ、 カ シ ワ 、

コ ナ ラ 、 ケ ヤ キ な どを少量伴う。 こ のうち ブナ は冷温帯の極相林を形成し、 現 在の中部地方 で

は海抜6 0 0m以上の場所に 生育している。 また、 オ ニ グル ミ 、 ト チ ノ キ 、 ミ ズ キ な どの沢 ぞいの

やや湿った場所に 生育しやすい木本も多い。 一方 、 可食植物 と してはオ ニ グル ミ 、 モ モ 、 ト チ

ノ キ 、 ミ ズ キ 、 ク マ ノ ミ ズ キ 、 サ ク ラ 属 サ ク ラ 節、 カ ヤが上げられる。 こ のうち モ モ に ついて

は、 お お む ね栽培していたもの と 思われる。

ま た 、 草本 は ホ タ ル イ 属 と カ ナ ム グ ラ を 産 出 し て い る が、 ホ タ ル イ 属 は 水域 に 生育す る カ ヤ

ツ リ グサ科の草本であり、 カ ナ ム グ ラ は林縁の木本にからみ つく、 つる植物である。

な お、 III層から産出した植物遺体は乾燥風化を受けているものがか な りあり、 発掘段階で乾

燥してしまったか、 あるいは一 度堆積していたものが水流 な どで洗い出されて、 こ の場所 に 堆

積（二次堆積 と いう） した可能性もある。 また、 ク ス ノ キ と ブナ のように 分布の異 な る種か一

緒 に 産出 し てい るが、 プナの二次堆積の可能性 も 考 え ら れ る 。
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w 層
ミ ズ ア オ イ Monochoria korsakowii Regel et Maack 
オ モ ダカ 科 Alismataceae

8
2

 

種子
種子

雄花 l 
種子 1 ( 1 )  

核 H Z
果実 58
果実 45

白 色砂層
ヒ ノ キ Chamaecyparis obutusa (Sieb.et Zucc. )  Sieb.et Zucc. ,ap.Endl .  
カ ヤ Torreya nucifera (Linn.) Sieb.et Zucc. 
オ ニ グル ミ Juglans ai lanthifolia Carr. 
ア サ ダ Ostrya japonica (Thunb.)  Steud. 
サ ワ シ バ Carpinus cordata Blume 

、

_
、2

 

,

_
＼
 

1

1
2
1

 

果実
殻斗
果実
幼果
幼果

ア カ シ デ Carpinus laxiflora (Thunb.) Steud. 
ブナ Fagus crenata Blume 

カ シ ワ Quercus dentata Thunb. 
コ ナ ラ Quercus serrata Thunb. 

芽 3
種子 1 

内果皮 1 
種子 1 1

核 2 H 1  

コ ナ ラ 属 Quercus
ケ ヤ キ Zelkova serrata (Thunb.)  Makino 
ム ク ノ キ Aphananthe aspera (Thunb.)  Makino 
ホ オ ノ キ Magnolia obovata Thunb. 
モ モ Prunus persica (Linn.) Batsch 

2
1
1
9
4

 

核
種子

内果皮
種子
種子

サ ク ラ 属サ ク ラ 節 Prunus sect.Pseudocerasus 
キ ハ ダ Phellodendron amurense Rupr. 
サ ン ン ョ ウ Zanthoxylum piperitum DC. 
ミ ツ バ ウ ツ ギ Staphylea bumalda (Thunb.) DC. 
ク ス ノ キ Cinamomum camphora (Linn.) Siebold 

果実 (20) 
種子 29 (35) 

未熟種子 3 
幼果 5 

内果皮 l 

ト チ ノ キ, Aesculus turbinata Blume 

タ ラ ノ キ Aralia elata (Miq. )  Seemann 

ミ ズ キ Cornus controversa Hemsley 
ク マ ノ ミ ズ キ Cornus brachypoda C.A.Mey 
ハ ク ウ ン ボ ク Styrax obassia Sieb.et Zucc. 
コ ハ ク ウ ン ボ ク Styrax Shirasawana Makino 
エ ゴ ノ キ Styrax japonica Sieb.et Zucc. 

内果皮 1 1
内 果 皮 4 
内果皮 2 H l  
内果皮 2 
内果皮 6 

8
1
2

 

果実
果実
種子

ホ タ ル イ 属 Scirpus
カ ナ ム グ ラ Humulus scandens (Lour.) Meri ll 
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第 6 章 ま と め

深沼遺跡は、 吉城郡 国府町の東北部 い わゆる荒城地区の中央部に位置する。 今 回の発掘調杏

は、 県下では今まで本格的な調査例がはとんどなかった水田遺構の検出と、 時代を決定できる

ような遺物等の検出がねら い であった。 調査の成果は前章までに述べた通りであるが、 その意

義を考えることでまとめとした い 。

最近の発掘調査では、 全国的には、 水田遺構の検出が多くなされて来た。 古代の水田の特徴

的なものとして、 4-10面程度の い わゆる小区画の水田か弥生時代から平安時代まで確認され

て い る。I )

しかし、 岐阜県 内では水田跡の調在は ごくわずかである。 主なものとしては、 条里制との関

連でトレンチ調査がなされた例が 2例ある。 昭和47 (19 72) 年、 本巣郡北方町の高屋条里の確

認調査と、 平成 4 (1992) 年、 高山市名田町4丁目桜 ノ 前遺跡のトレンチ調介である。 後者は、

洪水による砂層の下に水田土壌の層かあり、 奈良時代の水田跡の可能性がある。2)

部分的に水田面を確認した例も 2例ある。 いずれも当遺跡の所在地である吉城郡 国府町 内の

ものであるが、 半田垣 内遺跡と岩田遺跡である。 前者は、 平成元 (1989) 年に、 古墳時代の水

田面と推定される遺構を検出して い る。3)後者は同 じく平成 元 (1989) 年の発掘調査で時期不明

の水田遺構を検出して い る。4 )

水田遺構は、 上層の厘なり方によって検出が非常に困難である。 今 回の発掘調査では、 砂層

による い わゆるパッ ク された状況であったため、 遺構としては一部ではあったものの、 検出が

比較的容易であった。 時期を確実に決定できるよ う な遺物の検出はできなかったが、 現段階で

は、 7 世紀末まで遡る可能性があると推定できる。 また、 プラント ・ オパール分析および花粉

分析等からも確実に水田の存在が証明された。このような点も意義深 い ものであるが、 さらに、

(1) 畦畔を伴う 「面」 として水田を検出した。

(2) 古代における小区画の水田を確認した。

と い う 2点において、 県 内の発掘調査としては、 画期的なものと考えられる。

1 ) 文献 （エ楽1991) によ る 。

2) 高山市教育委貝会田中彰氏の ご教示による。

3) 文献 （ 国府町教育委員会1989) による。

4) 国府町教育委員 会岩花秀明氏の ご教示による。
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1 . 発掘前遺跡全呆 2 .  辿 跡全梨
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1 . 第 1 ト レ ン チ 北 壁 2 .  第 2 ト レ ン チ 北壁
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l . 第 2 ト レ ン チ 南壁 2 .  第 3 ト レ ン チ 北 壁
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1 . 第 4 ト レ ン チ 南壁 2 . 第 5 ト レ ン チ 北壁



1 .  A 区東壁 2 . 水 田 追構 （ 空 中 写真）
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1 . 水 田 逍構 （西か ら ） 2 
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1 . 水 田 遺構 （畦畔の状況） 2 .  畦畔の木材埋設状況
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1 .  A 区全娯 2. 「 足跡群」
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1 . 「 足 跡群」 （拡大） 2 .  砂除去後の 「 足跡群」

3 .  砂除去後の 「 足 跡群」 （拡大）
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1 · 2 . 土器 · 陶磁器類 ( 1 )
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土器 ・ 陶磁器類 ( 2 )1 · 2 
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5 - a  

2 - b  

5 - b  5 - c  

深沼遺跡の 花粉化石

1 : ス ギ屈 PLC.SS 1 064 試料 1

2
・
． イ チ イ 科ー イ ヌ ガヤ科ー ヒ ノ キ 科 PLC.SS 1065 試料 l

3 :  ハ ン ノ キ 屈 PLC.SS 1068 試料 7

4 :  カ エ テ属 PLC.SS 1057 試料 2

5 :  ト チ ノ キ 屈 PLC.SS 1 056 試料 2

3 - c  

4 - c  

20µm 



7 - a  

深沼逍跡の 花粉化石

6 :  ク ル ミ 属 PLC.SS 1066 試料 7

7 :  プナ屈 PLC.SS 1059 試料 2

s :  コ ナ ラ 屈 コ ナ ラ 亜屈 PLC.SS 1 055 試料 2

20µ m 

7 - b  

8 - b  
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7 - c  

18 - C 
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1 1 - al 

1 2 - a 1 2 - bl 1 2 - cf 

20µ rn 

深 沼 逍 跡 の 花粉化石

g :  イ ネ 科 PLC.SS 1 060 試料 2
10 : オ モ ダ カ 屈 PLC.SS 1063 試料 1
1 1  : ミ ズア オ イ 屈 PLC.SS 1058 試料 2
12 : ミ ク リ 屈 PLC.SS 1067 試料 7



30µ m 

深沼逍跡の プ ラ ン ト ・ オ バー ル
1 3 : イ ネ ( a 断面 b 側 Tflj C 表面 d 裏 r/ii) 試料 1
1 4 - 1 7 : イ ネ （ 断 面 ） 1 4  : 試料 2 1 5 : 試料 2 1 6 : 試料 1 1 7 : 試料 1
18 、 19 : ヨ ン 屈 （ 断面） 1 8 : 試料 3 1 9 : 試料 1
20 : ク マザサ屈刑 （ 断面） 試料 2

図
版
17



7 8 1 0  

］ 

1 1  1 2 1 3 1 4 1 5 

. ] ］ ゜ .t 
1 6  1 8  

図
版
18

3 

▲ ］
 

4

. 

l
4
J

 

2

.
 

r:,
1�

 

1
ー！
！
1＿＿＿_....

 
- " 

ー

—
|
_J

深 沼 沿 跡の 大型植物化石 （ ス ケ ー ル は 1 mm、 目 盛 り 2 つ の も の は 1 cm) 

1 .  オ ニ グ ル ミ 、 核 2 .  カ ヤ 、 種子 3 .  ア サ ダ、 呆実 4 .  サ ワ シ パ、 果実 5 .  プ ナ 、 呆 実 6 .  プ ナ 、 殻斗 7 .  
カ シ ワ 、 幼果 8 .  コ ナ ラ 、 幼 果 9 .  モ モ 、 核 10.  ク ス ノ キ 、 ・ 種子 1 1 .  サ ン シ ョ ウ 、 内 呆 皮 1 2 .  キ ハ ダ、 種子 13.  

ミ ズ キ 、 内 果 皮 1 4 .  ミ ッ パ ウ ツ ギ 、 種子 15.  エ ゴ ノ キ 、 内果皮 16.  ホ オ ノ キ 、 内 果 皮 1 7響 ト チ ノ キ 、 種子 18.  ト

チ ノ キ 、 果実破片
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